「セーフコミュニティ」活動の開始について
久留米市では、安全で安心な地域社会づくりに向けた様々な取組みが、活発に展開されてきました。

一方で、東日本大震災を契機として、防災をはじめ、犯罪・暴力の予防、交通安全、自殺や虐待の防止などといった日常の安全・安心に対する市民の関心はますます高まっています。

安全・安心な暮らしはすべての市民の共通した願いであり、その実現のためには、行政、市民の皆様、様々な団体などが互いに連携し合いながら、一体となって取組みを進めていくことが重要となります。

このため、久留米市では、ＷＨＯ（世界保健機関）セーフコミュニティ協働センターが提唱する｢セーフコミュニティ｣の仕組みを活用し、「安全に安心して暮らせるまちづくり」をより効果的に進めていきます。

「セーフコミュニティ」は、「けがや事故等は偶然の結果ではなく、原因を究明することで予防できる」との理念のもと、分野の垣根を越えた幅広い連携と協働を行いながら、地域社会の安全の質を向上させていくという世界基準の取組みです。

久留米市としては、目指す都市の姿である「市民が誇りと愛着を持ち、誰もが住みたくなるまち久留米」の実現を見据え、多くの市民や団体の皆様と力をあわせて「安全に安心して暮らせるまちづくり」を進めるため、この「セーフコミュニティ」活動に取り組むことを、ここに宣言します。

平成２３年７月１日

久留米市長　楢原　利則　　
